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第 2 部では， 2 つのキニノーゲン，即ちキニノーゲン-1 と H のうち，キニノーゲン-1 につ
いて精製法および諸性質について述べる。
第 3 部では，キニノーゲン- 1 ~こ特異的に働く血清カリクレインをカゼイン共沈法によって活
性化し，精製し，その諸性質を検討する。
以上から，ウシ血築中のキニン遊離系について次の 5 点が明らかにされた。






(4) この酵素は，キニノーゲン-1 に特異的に作用し，キニノーゲン-JI に対しては非常に弱
い反応性しか示さない。乙の点で，ガラス接触で活性化したウシ血援カリクレインと同じ性質で
ある。








ニノーゲン- 1 ，キニノーゲン-JI と名付けたが，このうちキニノーゲン-JI は先に鈴木らが精
製したキニノーゲンと一致した。




立した。 このカゼイン活性化法は Habermann によってブタ血清について行なわれていたもの
で，矢野はウシ血清からえたものとブタ血清からえた Habermann の結果を比較し，とくに前者
がウシキニノーゲン-JI からキニンを遊離しない点でプタの血疑カリクレインと異なることを明
らか l乙し 7こ。
以上の論文はキニン遊離系の解明に寄与すると乙ろが大きく，理学博士の論文として十分価値
あるものと認める。
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